
れ手賀沼えよみが
No.1 01 9 2000年(平成12年)

千葉県湖沼水質保全計画 15昭/Q 
による年平均目標COD値

平 成11年3月、月平均COD値 18rng/ Q 
採水場所 .乎rl初公開沖

平 成12年3月‘月平均COD値 20昭/Q 
採水場所 :f.f'tis公開沖

割安
室
倒

脱

却
矧
邸

E
日

1

縦
一叶

所
制.間一

孫
世

我
加

16 4 

ターが完成
一市
民
交
流
の
場

地
域
活
動
の
拠
点
に

市
内
で

6
館
自
と
な
る

「久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
4
月
四
日
(
祝
)
に
開
館
し
ま

す
。
地
区
住
民
の
参
加
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
・

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
や
市
民
交
流
の
場
、
地
域
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

4
月
包
日
(
土
)
と
お
日
(
日
)
に
、
久
寺
家
地
区
ま
ち
.
つ
く
り
協
誠
会
の
主
催
で
、
開
館
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

市内6館目

久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
に
も
利

川
し
や
す
い
よ
う
に
、
出
物
の
内

外
に
段
避
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し

た
ほ
か
、
誘
噂
ブ
ロ
ッ
ク
や
広
め

の
ト
イ
レ
を
設
位
し
て
い
ま
す
。

多
目
的
ホ
l
ル
に
は
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
l
を
備
え
、
訓
即
一去

に
は
恥
イ
ス
に
座
っ
た
ま
ま
で
使

用
で
き
る
淵
型
台
を
設
問
。
予
約

せ
ず
に
無
料
で
利
用
で
き
る
フ
リ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
は
、
新
聞
・

雑
認

を
用
意
し
、
以
コ
ー
ナ
ー
や
幼
児

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
気
軽

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

4
パ
l
ハ

「
介
護
保
険
制
度」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ト巾
で
は
、
介
護
を
必
裟
と
す
る

山
齢
お
に
対
し
て
、
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
が
供
給
で
き
る
よ
う
に
噌
怖

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
来
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

と
も
、
順
調
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
た
全
凶
的
に
遅
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
叶

問

(ケ
ア
プ
ラ
ン
)
に
つ
い
て
も
、

認定の内訳

非該当直i'I' 32人 l

要支援 128人|

要介護 1 300人 |

要介護2 286人|

要介護3 280人

要介護4 268人

要介護 5 I 158人

v表 1

市
と
6
カ
所
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー、

そ
の
他
の
居
宅
介
護
支

般
事
業
者
が
協
力
体
制
を
取
り
な

が
ら
作
成
し
、
大
き
な
叫
乱
も
な

く
新
た
な
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

4
月
5
日
現
在
の
認
定
結
果
の

決
定
の
状
況
は
表
1
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
は
お
電
話
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、

安
介
護
認
定
申
れ
が
必
裂
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
結
盟
す
る
方
は
、

屯
訴
で
市
役
所
介
波
支
援
諜
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

第
1
号
被
保
険
者
の

保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

第
1
号
被
保
険
者
(
臼
歳
以
上

の
方
)
の
似
険
料
の
必
準
組
は
、

年
制
3
万
1
9
0
0円

(凡
制
2

6
6
5円
)
に
決
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
凶
の
保
険
料
に
凶
す

る
特
別
対
策
に
よ
り
、
9
刀
ま
で

の
保
険
料
は
徴
収
し
な
い
な
ど
の

慌
減
措
位
が
と
ら
れ
、
山
月
以
降

の
保
険
料
は
表
2
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

苦
情
・
相
談
の

窓
口
を
設
け
ま
し
た

災
介
護
認
定
の
材
処
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
へ
の
不
服
の
山中
し
山
や
待

問
・
相
談
を
受
け
付
け
る
窓
ハ
を、

市
川
市
M
に
設
け
ま
し
た
。

被
保
険
者
の
介
護
を
受
け
る
概

利
を
守
る
た
め
に
、
第
ゴa

者
機
関

も
合
め
た

3
つ
の
窓

μ
で
対
応
し

ま
す
。

に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
中
凶
に
強
い
柿
造
に
し

ま
し
た
の
で
、
災
市
戸
時
に
は
地
域

65歳以上(第 1号被保険者)の方の保険料 (年額)

生活保護の受 世帯全員が住 本人が住民税 本人が住民税 本人が住民税

区 給者、老齢福 民税非課税 非課税 課税で合計所 課税で合計所
祉年金受給者 得金額250万 得金額250万
で住民税世帯 円未満 同以上
非課税

分
基準額 基準額 基準額 基準額 基準額

x0.50 xO.75 X1.0 x1.25 x 1.50 
12年度 3，900円 5，900円 7，900同 9，900円 11，900円

13~手度 11，900円 17，900円 23，900円 29，900同 35，900同

口竺里 15，900円 23，900円 31，900円 39，900向 47，900伺

v表 2①
地
区
担
当
:
・
市
内
を
6
つ
の
地

区

(
中
乍
校
医
)
に
分
け
、
そ
の

地
区
を
担
中
ー
す
る
介
護
支
援
諜
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
保
健
婦

・
者

の
川
動
拠
点
施
設
と
し
て
も
川
川

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
太
陽
熱
を

利
川
し
た
補
助
版
記
や
遊
水
性
制

裂
の
駐
恥
場
な
ど
、
開
抗
に
も
配

服
し
、
延
床
間
航
が
4
3
7
・
7

4
，
.mと
小
説
棋
な
が
ら
も
機
能
性

に
日
ん
だ
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
施
設
の
他
殺
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
H
年
度
自
治
宝

く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

利
用
は

4
周

鈎

日

か

ら

市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご

利
川
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
営
利

を
円
的
と
し
た
使
用
な
ど
は
で
き

ま
せ
ん
。

V
開
館
時
間

午
前
9
時
か
ら
午

後
9
時

(た
だ
し
、
夜
川
に
訂
判

議
制
が
、
苦
情
や
相
談
を
受

け
ま
す
。

V
連

絡

先

介
護
支
媛
諜
宮

(部

)
1
4
1
1

①
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー・
:
地
ば
担
当私
自
で
の

附
決
が
雌
し
い
川
組
に
つ

い

て
は
、
法
件
羽
化
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
市
職

μが
刈

応
し
ま
す
。

V
連
絡
先

市
在
宅
介
謎
支

援
セ
ン
タ
ー
宮
(乃
)
1
4
1

市よ③
介
護
保
険
調
整
委
員
会

(
第
三
者
機
関
)
:
・
市
で
は
、

医
師
や
弁
護
上
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
的
機

能
を
持
つ
介
泌
保
険
訓
幣
委

μ会
(
表
3
)
を
設
位
し
ま

し
た
。

利
用
者
が
袋
介
議
認
定
の
結
果

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い

て
、
市
に
不
服
を
巾
し
山
た
場
合
、

こ
の
委

μ会
で
公
平

・
中
立
な
・税

j開館記念イベン Iト
久寺家近隣センターの開館に先立って、 オー

プンフェスティパルを開催します。 (入場無料)
炉会i曇久寺家近隣センター
炉問い合わぜ 市民活動支援諜公(85)1111

4 

た
、
駐
収
協
は
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
6
台
分

(う
ち
附
害
者
川
l

ムリ
)、
隣
地
に
け
台
分
と
限
り
が
あ

る
た
め
、
来
り
合
い
で
の
ご
来
加

を
お
願
い
し
ま
す

V
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
支
援

加

古
(肘
)I
I
I
-
内
線
2
i
4

※
間
航
後
は
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ

ー
包
(
沖

)1
1
6
6

ク

場所 4月22日(土} 4月23日{日)

13:00-14:00 10:00-12:10 

吹奏 楽、ギター 民舞、尺八、敬‘
演 奏、盲導犬の フラダンス、大
お話 正琴 、キーボー

14:00-15:00 ド.民謡.自slll
多目的 術、吹奏楽
ホー ル 「楽しく遊ぼう」

折り紙.将4ft.け 13:00-15:30 
ん玉、ガールスカ 和太敵、日舞 、
ウトと滋lまうほか

コーラス 、吹奏

15:00-15:30 楽 、マジック‘
社ヨミダンス 、ユ

お 楽しみ抽選会 ニーク体操

作 品展 示 22813:00-15目30
23810:00-15:30 

会織室 水盤図、密造.Hトけ純.和紙ちぎり給.
皮革工芸.シャドーボックス.ドライフ
ラワー‘フラワーアレンジメント.Ili細
エ.手強‘盆耳事

辛口 室
13:00-15:00 
お茶1蕊

フ リ ー 13:00-15:00 10:00-15:00 
スペース 喫茶コーナー お茶席(立礼)

13:00-15:00 10:00-15:00 

屋 外
模 燦l苫 模擬庖
よもぎ因子.続き 豚汁.焼きそば.

(駐車湯) そ(<):.焼き局、ポ 続き烏.ポップコ
ツプコーン、ジュ ーン.ジュース、
ース、 ビール ビール

」

Ja
nソ
H
d
H，、
ぷ
、
t
q
AA
U
立
、
F
灸

rz
d
司
1
.ヵ
f
し
ん
v
d
L
l

5
時
ま
で
)

V
休
館
回
一
切
月
出
1
・
3
水
附

H
お
よ
び
年
末
年
始

(は
月
初
日

か
ら
1
月
4
日
)

V
使

用

料

*
多

μ
的
ホ
l
ル
・:

午
前

(9
時
か
ら
正
午
)
6
3
0

円、

午
後

(1
時
か
ら
5
時
)
8

4
0円、
夜
間

(6
時
か
ら

9
時
)

1
0
5
0
円

*

多
目
的
ホ
l
ル

以
外
の

1
室
:・
午
前
3
1
0刊、

半
後
4
2
0
司
、
市民
川
4
2
0
司

t
1

1

3
1

1
 

授
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に、

相
談
日
を
設
け、

利

用
者
か
ら
の
苦
川
や
相
談
を
委

μ

が士
山
桜
お
聞
き
し
ま
す
。

な
お
、
不
服
の
中
し
出
の
受
け

付
け
や
相
談
の
予
約
は
、

公
J

「
性

を
似
つ
た
め
に
、
介
波
保
険
の
森

公

・
判
定
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い、

介
護
支
援
諜
生
き
が
い
係
で
行
い

ま
す
。

V
連

絡

先

介
護
支
援
諜
生
き
が

い
係
官
(白
)1
1
1
1
内
総
3
8

フ臼v表 3介護保険調整委員会委員

。小倉正久 医師

0表てる子 弁護士

有野利子 民生児童委員

戸塚政男 福祉団体役員

山下静平 学識経験者

※ Oは委員長、Oは副委員長

V
開
館
前
の
利
用
申
し
込
み

月
初
日
(悦
)
か
ら
6
月
刊
口
(
金
)

ま
で
の
巾
し
込
み
を
、

4
刀
お
日

(火
)下
前
9
時
叩
分
か
ら
ゆ
時
ま

で
の
川
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
多
同

的
ホ
l
ル
で
受
け
付
け

(山中し
込

み
が
兎
桜
し
た
場
合
は
州
選
)

V
開
館
後
の
利
用
申
し
込

み

利

川
予
定
日
の
2
か
刀
前
の
同

u

(休
館
U
の
と
き
は
盟
日
)
か
ら
、

先
治
川
に
受
け
付
け

(受
付
初
H

の
午
前
9
時
日
分
ま
で
に
巾
し
込

み
が
市
一
秘
し
た
と
き
は
州
巡
)

※
屯
話
、
郵
似
で
の
山中
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん

※
各
室
の
一
必
続
使
用
は、

2
H
川

を
限
度
と
し
ま
す

※
夜
川
利
用
の
巾
し
込
み
則
限
は、

利
川
予
定
円
の
前
々
日
ま
で
で
す

V
受
け
付
け
時
間
開
館
日
の
午

前
9
時
か
ら
間
的
l
時
間
前
ま
で
。

た
だ
し
、
午
後
5
時
に
聞
知
す
る

と
き
は
午
後
4
時
加
分
ま
で

V
お
願
い

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
交

通
安
全
の
た
め
、
地
区
お
よ
び
周

辺
の
万
は
、
徒
歩
ま
た
は
向
低
俗

で
の
来
館
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

てしベCめを実 現

電話雷号

宮 (79)1166 

所在地

久寺家686の5

案内図

のぷb、
ヱミ社lレイサ

v久寺家近隣センター施設 ・設備概要

施設 広さ 主な設備・備品

多目的
机21.イス120.音響

ホーjレ120m" 機器、卓球台2、ピデ

オプロジェクタ一等

会議室 53 m" 机8、イス24

和室
10畳 座卓6.座布団20、

水屋 姿見2.茶道局備品

調理室 34πf 
認理台3のち身傷者
用1).食器一式等

フロビー 32 m" 
机(9伽n角)5.イス

itj 畳
却‘テレビ

6畳
机1.オセロ2‘囲碁ー

ぺ コーナー 将領セッ ト名4

よ幼児 9m" 玩異一式
コーナー

連日ピー.畳コーナー.械コーナー例府持制です



(2) ({j$ d努

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
更
に

2000.4.16 

mw
歳
か
ら
倒
歳
ま
で
の
万
は
介
護
分
也
課
税
さ
れ
ま
す

近
年
、

医
山町
技
術
の
山
此
化
や

加
入
将
のいい
川
附
化
、
脳
性
疾
忠
の

地
加
な
ど
に
よ
り
、
医
療
世
は

年
々
的
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

国

民
他
山
保
険
事
業
会
計
は
非
常
に

舷
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
凶
民
健
康
保
険
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
収
納
制
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
附
加

す
る
医
療
伐
の
支
払
い
に
対
す
る

財
制
不

μが
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

不
足
す
る
財
制
分
と
し
て
は、

一
般
会
計
と
州
民
他
山
保
険
財
政

別
推
法
令
か
ら
の
繰
入
金
を
あ
て

で
き
ま
し
た
が
、
日
以
引
く
以
公
の

低
迷
か
ら
市
税
吟
の
収
入
が
仲
び

ず
、
こ
れ
以
上

一
般
会
計
か
ら
繰

入
金
を
附
や
す
こ
と
は
雌
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
国
民
他
山

一-令冨第1019号

民2次保健福祉総合計画】

ら上申福祉政策懇談会か
保
険
耶
放
の
安
定
化
を
凶
る
た
め
、

や
む
を
作
ず、

4
M

l
H
か
ら
医

療
保
険
分
の
税
串
を
改
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
(表
1
参
照
)

mw歳
か
ら
斜
歳
ま
で
の

方
は
介
護
分
も
負
担

介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
柑
蹴
か
ら

創
成
ま
で
の
方

(第
2
号
被
保
険

者
)
は、

医
続
分
に
介
護
分

(表

2
参
照
)
を
あ
わ
せ
た
合
計
舶
を
、

阿
保
の
似
険
税
と
し
て
枇
初
主
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
税
の
計
算
方
法
は

保
険
税
は
、
図
ー
の
よ
う
な
唄

凶
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

。

ω歳
未
満
の
方
・
:医
療
分

(所

初
訓
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等

担
り
合
計
制
)

保
他
州
社
の
総
合
計
闘
で
あ
る

「一
川
社
批
准
6
か
午
計
削
」
は
、

則
川
が
平
成
日
午
広
ま
で
と
な
っ

て
い
た
た
め
、

市
で
は
平
成
凶
作

山恥
か
ら
「
鈴
2
次
似
他
制
祉
総
合

計
州
」
(叶川
州
川
川
は
5
年
間
)

の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

策
記
に
は
、

九千
品
経
験
打
、

民

川
会
や
施
設
の
代
ぷ
、
市
民
な
ど

に
よ
る

「
一制
祉
政
策
恕
談
会
」

、

医
師
会
や
施
設
の
代
去
、
市
職

μ
※
介
護
分
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

@
判
歳
か
ら
斜
歳
ま
で
の
方

(的

2
号
被
保
険
者
)

・:
①
医
療
分

で

r
'rリ、
・r
-E
1
、
勾
手
リ
、
F

FW
引
下
引

U

T

R汁
L

等
訓
の
合
計
制
)
と、

②
介
波
分

(所
科
割
、
均
等
訓
の
合
計
額
)
と

の
合
詐
額

。
邸
歳
以
上
の
方
・:
医
療
分

(所

持
制
、

資
産
割
、
均
等
割、

平
等

割
の
合
計
額
)

※
介
護
分
は
同
月
以
降、

年
金
か

ら
引
か
れ
ま
す

(た
だ
し
、
年
金

月
額
が
l
万
5
0
0
0円
未
制
の

方
は
、
本
人
に
納
付
作
を
郎
送
し
、

抗
接
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
)

V
問
い
合
わ
せ

国
保
作
金
制
保

険
税
係
宮
(釘
)1
1
1
1内
線
3
5

3
、
3
5
4
(白
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
介
護
支

接
点

・内
線
3
1
3
)

な
ど
に
よ
る

「
稲
祉
総
合
計
間

推
進
協
議
会
」

、
ま
た
、
山
民

の
会

μで
梢
成
し
、
日
齢
者
、

附巾
…υ
折
、
ひ
と
り
税

・
山
此
の

3
m川
か
ら
な
る

「制
祉
挑
辺

市
民
研
究
会
」
が
あ
た

っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
以
終
的
な
案
が

ま
と
ま
り、

3
月
M
H
に

「制

祉
政
策
懇
談
会
」
の
い
瀬
主

-

会
長
か
ら
、
稲
川
町
市
民
に
上
申

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
(写
真
)

第
2
次
保
健
福
祉
総
合
計
画

は
、
間
も
な
く
策
定
が
終
f
し
、

計
両
で
定
め
ら
れ
た
市
た
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
一川
州
の市
川制
に
つ
い

て
は
、
広
報
あ
び
こ

6
川
i
H

ひ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

制
社
総
合
州

説
(荒
川
州
判
巾l
E
(
お
)I
l
l

-
付
組
3
8
5

v表2 介護分

所得割額 I 0.78% 

均等割額 | 仏120円

※賦課限度額は、7万円です。

※介護分については、 4JJ以降に40践になる方は、

羽歳の誕生日が以するJJ(1 nが必生日の場合は
そのi満月)から、介護分をあわせた保険{誌を納める

ことになります。

医療分の変更内容

所得割額 7.4% 7.4% 

資産割額 20.0% 15.0% 

均等割額 10，800円 16，800円

平等割額 9.600円 12，000円

※!吠課IIJV交官iは53万円です。

v表 1

平等割額

1 i且・1fTに
つき
12，000円

+ 
賦課限度額

1世帯で53万
円になります

+ 

均等割額

国保加入者数

x 16，800fTJ 

賦課限度額

+ 

均等割額

第2号
1世

被保険者数 一.炉-円 になります
X9，120円

資産割額

固定資産
税額X15%+ 

所得割額

介 国保加入者会

護 =只のj政謀総所 + 
分 科金額XO.78%

所得割額

医 国保加入者・全

癌=只のIIDt謀総所

s 得金額X7.4%

図

国
民
健
康
保
険
税

介

護

老

人

保

健

施

設

「エ
ス
ベ
I
口
」

市
内
2
カ
所
川
と
な
る
介
議
必

人
似
他
施
設
が
、

4
バ
お
け
に
川

設
し
ま
す
。

市
で
は
、
一制
祉
抗
巡
6
か
年
斗
川

州
に
法
づ
き
、
必
人
保
他
施
ぷ
の

ta放
を
す
す
め
施
設
税
制
を
削
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
村川
市
、
.宇

和

ム円
病
院
と
の
併
ぷ
に
よ
り
、
介
…
山
山

国民年金保険料

納付が困難な方は免除申請を

国
民
年
金
の
加
入
計
が
、
市

故
や
病
気
で
働
け
ず
に
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場

合
に
、
保
険
料
の
免
除
制
出
が

あ
り
ま
す
。

免
除
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、

所
仰
が
少
な
く
税
金
が
加
せ
ら

れ
て
い
な
い
な
ど
、

一
定
の
誌

が
オ
ー
ブ
ン

在
人
保
他
施
設

「
エ
ス
ペ
l
ロ
」

(収
作
人

μ
町
名
)
が
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
必
人
保
他
施
ぷ
は
、
病
状

が
安
定
則
に
あ
っ
て
入
院
治
山加
を

必
災
と
し
な
い
山
附
将
で
、
身
体

的
な
附引一日
や
痴
ほ
う
症
状
が
あ
る

万
を
対
象
に
、
医
削
の
管
内
の
も

と
介
濯
や
機
能
訓
練
を
行
い
、
家

山時
復
川仰
と
門・
仏
を
支
援
す
る
施
設

で
す
。

入
所
は
、
府
必
、
介
出点
、
リ
ハ

ビ
リ
小
心
の
ケ
ア
を
行
い
、
送
迎

に
よ
る
泊
所

(デ
イ

・
ケ
ア
)
は
、

川
山川
中
市川川川柳
を
小
心
に
、
食
下、

入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

状
削
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
叫
供

，し師、
句。

l
・ョ
サ

※
.宇
和
ムH
州
院
は
川
施
設
隣
接
地

に
移
転
し
、
判
明
伐
の
場
所
で
の
外

米
診
療
は
4
刀
羽
日
午
前
で
終
f

し
ま
す
。
新
し
い
施
設
で
は
5
川

8
H
か
ら
通
常
診
山
加
を
始
め
ま
す
。

V

エ
ス
ペ
l
ロ
所
在
地

布
佐
8

3
4
の
お

(
左
図
参
照
)

V
問
い
合
わ
せ

エ
ス
ペ

l
ロ
宮

(
的

)1
1
1
2
、
平
和
台
州
院
宮

(約
)
1
1
1
1

vエスぺ一口・平和台病院案内図

布佐 h 

布佐平和台

で出
サーに
。あ

て
は:
ま
る

と
7うさ

必
~: 

こ
の

4
月
か
ら
、
1
年
間
の

免
除
を
希
虫
さ
れ
る
方
は
、
5

月
引
臼
ま
で
に
山中
間
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
免
除
を
受
け
た
則
川

は
、
保
険
料
を
令
制
納
め
た
場

合
の
、
3
分
の
l
の
年
金
制
に

な
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
則
川
の
保
険

料
は
、

同
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る

「追
納
」
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

V
免
除
申
開
方
法

中
山
川

(同
保
年
金
部
に
川
恕
)
に
必

山
市
唄
を
明
記
し、

印
雄
、
年

金
手
版
、

社
貯
金

μ
の
所
作
舶

を
一北
川
す
る
も
の

(脱
水
徴
収

川
町
ま
た
は
航
定
山中
作
仰
の
写
し

な
ど
)
を
添
付
し
て
市
役
所
川

保
年
金
川
年
金
係
官
(
回
)1
1

1
1内
線
3
2
7
へ

4
川
i
日
付
け
でい
山
峨

μ
の

川持
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
附州民

級
以
ヒ
の
川
比
励
将
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
(
組
織
変
単
に
作

う
役
職
名
の
安山ん
は
除
く
)

〈部
長
級
〉
(
)
内
は
新
役
職
名

マ
総
務
m
H
K

(
選
小
竹
別
委

μ

会
引
務
川

μ併
任
)
・:
鈴
木
光

治

マ

邸
邸
中
市
部
民

(口
業

委

μ会
下
務
川
M
M
併
任
)
・:
以

川
誠

マ
山
山
川
小
ぃ
川
川
参
与
:
・

胤
押

光

マ

仰
山
m
H
K
:
・米
本

陣

マ

消
防
M
K
・-
-行
以
ぷ
マ

救
行
委

μ会
教
行
総
務
m

H
K
---

m伸
次
男
マ
川
悦
一曲
学
w
m
H
μ

市職員の

人事異動

供
川
山
始
が
7
年
以
上
見
込
ま
れ

な
い
地
区
は
対
象
に
な
り
ま
す

V
新
し
い
受
け
付
け
場
所

終・ボ

処
則
セ
ン
タ
ー
引
務
所

(古
一円
1

I
4
0
・
左
図
参
照
)

※
中
山
方
法

・
対
象
と
な
る
仰
化

相
に
つ
い
て
な
ど
、
詳
し
く
は
終

末
処
即
一セ
ン
タ
ー
宮
(
回
)2
5
4

7
へ
お
叫
ね
く
だ
さ
い

合
併
処
刑仙ゆ
化
州
の
設
山
幣
制

引
業
制
助
金
の
巾
川
と
、
し
尿
く

み
取
り
の
受
け
付
け
窓
口
が
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
終
ぷ
処
担

セ
ン
タ
ー
に
究
山
ん
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
処
四
浄
化
州
は
、
し
以
だ

け
で
は
な
く
、
洗
川刷、

台
所
や
お

風
呂
な
ど
か
ら
で
る
排
水
も
同
時

に
処
理
で
き
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
手
幻
沼
な
ど
へ
の
汚

濁
負
荷
削
減
の
た
め、

下
水
道
が

完
備
し
て
い
な
い
地
域
な
ど
で
、

新
胤
に
合
併
処
剛山
仰
化
州
を
設
問

す
る
助
A
H
と
、
山中
独
浄
化
刷
・

く

み
取
り
悦
州
か
ら
の
切
り
伴
え
に
、

針
川
の
一
加
を
仙
助
し
て
い
ま
す
o

v
対
象
地
区

ド
水
道
の
完
制
し

て
い
な
い
地
区
:・
公
共
下
水
道
引

業
必
.川
町
一山崎と
地
域
し
以
処
内
施

設
の
あ
る
区
域
を
除
く
地
収

※
公
共
下
水
辺
認
可
区
域
内
で
も
、

-・・
水
村
哲
也

〈次
長
級
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マ
総
務
部
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マ
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4
月
初
日
(
祝
)
と
初
日
(
日
)

今
年
も
恒
例
の
船
木
ま
つ
り
が

山
仙
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
出
木
や
市
花
、

肥

料
な
ど
の
即
売
会
の
ほ
か
、
「
い

ち
に
ち
動
物
村
」
や

「
チ
ピ

ッ
コ

鳥

サシパのみた里山の自然

E~.~~週日Fヨ臼'巨富

の山里

も
ち
つ
き
大
会
」

な
ど
の
楽
し
い

仙
し
が
い
っ
ぱ
い
。
部
の
一

一凶
を
、

ご
家
肢
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
o

v
日
時

4
月
訪
日
(
祝

)-m日

(日
)午
前
川
崎
か
ら
午
後
4
時

V
場
所

手
自
沼
公
国
多
目

的
広
場

(小
問
実
施
)

両
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

。
花
の
無
料
配
布
・・・午
前
叩

時
却
分
か
ら

(先
消
2
0
0

0
人
)

。
織
の
ク
イ
ズ
大
会・・・
却

u

ま
R
r
o災

2
ゆ
、
ゆ
オ
ま
子
灸

l
t
f
;
U

3
l
I
z
i
 

2
附
加
分
か
ら

。
園
芸
相
較・・・
随
時

。
第
刊
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

今
回
の
企
画
展
で
は
、
里
山
の

自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
「
伊
広
」

を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
住
む

μた

ち
の
く
ら
し
を
制
介
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
白
扶
…
卯
岐
を
利
川
し
て

子
山け
て
を
す
る
、
サ
シ
パ
の
く
ら

し
を
制
介
し
ま
す
。

出
帰
り
を
し
た
雑
木
林
、
メ
ダ

カ
が
体
ぐ
小
川
、
カ
エ
ル
や
ザ
リ

ガ
ニ
捕
り
を
し
た
水
川・
:
。
ほ
ん

の
少
し
前
ま
で
、
ぷ
た
ち
の
ま
わ

り
に
は
、
こ
の
よ
う
な
胤
民
は
ど

こ
に
で
も
比
ら
れ
ま
し
た
。

「思一
山
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
風

訟
は、

林
の
下
平
刈
り
や
水
田
の

~ 

木

ら
8
成
ま
で
の
お
子
さ
ん
は
、

ポ

ニ
l
に
飛
鳥
で
き
ま
す
。
時
間
に

よ
り
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

。
ス
ー
パ
ー
ポ
l
ル
す
く
い
・:午

後
1
時
か
ら

(1
田
知
円
)

高齢者のための

生き生き講座
受講生を募集

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
で

作
品

(写
真
)
の
展
示

。
庭
木

・
草
花
・
肥
料
の
間
売

会。
緑
の
基
金
募
金
活
動

鈎
自
の
み
の
イ
ベ
ン
ト

。
第
一は
回
花
壇
語
計
コ
ン
ク
ー
ル
・

第
科
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

.・・午
前
旧
時
か
ら

O
園
芸
用
は
さ
み
研
ぎ・
・・午
前
川

時
か
ら
(
大
4
0
0
円

・
小
2
0

0
円
。
一

人

一
丁
で
、
先
消
1
5

0
人
ま
で
)

。
い
ち
に
ち
動
物
村
・・-午
前
日
時

か
ら
(
無
料

・
雨
天
中
止
)

ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ
、

ア
ヒ
ル
な
ど

お
砧
知
の
動
物
が
集
合
。
3
蹴
か

あ
ぜ畦

つ
く
り
な
ど
を
人
の
手
で
行

う
こ
と
で
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
住
宅
地
が

増
え
、
生
活
の
便
利
さ
と
引
き

か
え
に
、
こ
う
し
た
瓜
以
を
門

に
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

人
と
動
物
の
く
ら
し
が
凶
わ

り
あ
う
氾
山
の
山
然
の
山
か
さ

を
、
サ
シ
パ
の
刊
を
過
し
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
展
示
期
間

4
月
却
臼
(祝
)

か
ら
8
月
幻
日
(
臼
)

V
問
い
合
わ
せ

印
の
博
物
館

宮
(
釘

)
2
2
1
2

サシパってどんな鳥?

サシパは、タカの仲間で、手賀

沼周辺の谷津田に4月中旬になる

と姿を見せる夏鳥です。5月ころ

になると子育てのための巣作りを

始めます。サシパが子育てをする

ためには、カエルやヘピなどのえ

さが豊富な水田‘えさをねらって

待つことのできる大きな木、巣を

作ることのできる林などが必要で

す。サシパと.そのような自然が

よく残っている苔津田のような環

境とは、切っても切れない関係に

あるようです。

羽
田
の
み
の
イ
ベ
ン
ト

時V
受
鵠
料

刀
制
2
0
0
0
円

。
キ
ミ
子
方
式
絵
画
教
室

V
日
時

毎
月
第
1
水
附
円
午

後
1
時
か
ら
3
時

V
受
鰯
料

n
川制
1
5
0
0川

@
楽
し
い
大
正
琴

V
日
時

毎
月
第
2
・
4
月
附

円
午
後
1
時
か
ら
3
時

V
受
講
料

月
初
2
5
0
0円

。
キ
ー
ボ
ー
ド
入
門
教
室

V
日
時

毎
月
第
2
・
4
土
昭

日
①
午
後
1
時
か
ら
2
時
泊
分

②
午
後
2
時
加
分
か
ら
4
時

V
受
講
料

月
制
3
0
0
0刊

V
場
所

い
ず
れ
も
生
活
ク
ラ

ブ
ネ
y
ト
飢
2
附

(J
R
北
柏

駅
ド
市
徒
歩
約
3
分
)

※
山中
し
込
み
方
法
な
ど
、
砕
し

く
は
日
的
お
協
川
組
合
米
山
北

地
区
宮
(幻
)5
3
9
3
へ
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房曹
を
開
園圃'p

<-ー

-=コ

。
男
の
料
理
教
室
(1
)

V
日
時

毎

月

第
2
・
4
水
附

日
午
前
叩
附
叩
分
か
ら
午
後
I

V
受
鵠
料

川
制
2
0
0
0
川

@
男
の
料
理
教
室
(
2
)

マ
日
時

毎
月
的
1
・
3
木
附

H
午
前
川
時
却
分
か
ら
午
後
I

V
日
程

・
内
容

左
衰
を
参
照

(テ
l
マ
ご
と
の
受
必
や
公
開
誠
出

だ
け
の
受
講
も
可
)

V
場
所

川安
悦
セ
ン
タ
ー

V
対
象

県
内
在
住

-a助
の
万

V
定
目凶

作
凶
叩
人
、
公
開
誠一聞

は
2
0
0
人

(応
川
事
者
多
数
の
助

作
は
川
辺
)

V
受
講
料

無
制

V
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

氾

訴
で
4
川
m
H(日
)
ま
で
に

m芋λ
円

セ
ン
タ
ー
宮
(刊
)
8
6
0
2
へ

テ-7 日 時 タイトル 講 師

富 5月
11:00 男女共同参画社会基本法Lついて 総理府男女共同

12~30 施行から1年その理解と私たちの課題 参画室参事官補
18日13目30女性の社会進出の実現に向けて 魚住明代 (域
l木)15~00 日本と欧米の家族政策の比較から 西国際大学講師)

7月 13:00 [公開講座] 目黒佐子，、¥ 13日 ち 女性をめぐる世界の動き (上智大学教授)。道コ (木)15:00 女性2000年会議から21世紀ヘ

5月
11 :00 女性と介護

沖藤典子12~30 介護は女性の役割かつ!
25日

13:30 女性の老後
(ノンフィクシ

(木)15~00 「自立Jと「幸せjについて考えてみよう
ョン作家)

6月 14:30 {公開講座] 岩男寿美子
16日 ち 少子化時代を生きるために (武蔵工業大学
(金)16:30 少子化の現状と対策 教授)

③ 結婚 5月
11 :00 女の一生 ワタシの人生

山田昌弘ち

31日
12:30 性別役割分業と家父長制の呪縛を解く

(東京学芸大学

庭0中家コ
水)

13・30蛮わる家族ー未婚化社会の親子関係
助教授)15~00 「子供のためにJから「自分のためにj

。三コノ 6月
11 :00 男女共同参画で現代社会を読み解くと・・

江原由美子
コニ 7日

12~30 ジェンダーって何から始めよう
(東京語立大学d、ノ 13: 30 「女らしさH男らしさJは自分らしさを掴む竪タf (水) s 助教授)15・00ジエンターフリーな社会とは

害車
7月

11・00明日c向かつて i
平川和子東京12~30 ジエンターに敏感な生き方を体得しよう

7日13・30明日に向かつてH(グループワーク)
71ミニストセラピ

t金)
15:00 

ーセン9一代表)
ジェンダーに敏感な生き方を体樗しよう

6つの道にすてきな愛称を

⑥ 布佐駅から都市計画道路3-5
-15号線

カエデ並木が続く布佐平和台
と、ケヤキ並木の新木駅南側を
結ぶ道です(平成13年度接続予
定)。周辺には歴史的遺跡が点
在し、過去と現在と未来が共存
している道のひとつです。

⑫ 水郷ラインから若草幼稚園

利根川の土手から国道356
号を抜け、湖北台団地を結ぶ道
です。NECや農地、住宅地を
通るこの道は、産業用、農業用、
生活用の道路として、さまざま
な表情を見せてくれます。

⑩ 久寺家1・2丁目から国道35 
6号

台地を結ぶ歩道橋が国道6号
をまたぎ、宙を歩くような不思
議な空間を作っています。 目立
精機の桜が自を楽しませ、徒歩、
自転車、車それぞれが利用しや
すい、生活に密着した道です。

市
で
は、

市
制
河
周
年
を
記
念

し
て
、
市
内
の
辺
に
愛
称
を
つ
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
問
は
、

た
凶
の

6
つ
の
辺
を
刈
象
に
、
わ

か
り
や
す
く
、
以
く
初
し
み
を
も

っ
て
吋
ば
れ
る
よ
う
な
愛
称
を
非

集
し
ま
す
。

季
節
の
変
化
や
叫
の
流
れ
な
ど

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
い氷
山
を

み
せ
る
迫
に
、
す
て
き
な
愛
称
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

V
対
象
の
道

左

図
を
参
照

V
応
募
資
格

我
孫
子
市
に
住
民

登
録

・
外
国
人
捻
鈍
し
て
い
る
方

V
募
集
内
容

対
匁
の
辺
の
愛
称

と
、
命
名
の
田
山
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

(ぴ
点
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で
も
げ
)

V
選
考
基
準

@
品
川卵
子
ら
し
い

ψ
の
あ
る
愛
ル

@
北
え
や
す
く

親
し
み
ゃ
す
い
愛
称
。
命
名
の

mq
白
や
ミ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
で
で
l
ク

な
愛
称

V
選
考
方
法

道
路
愛
林
検
什
委

μ会
で
級
数
の
似
制
作
を
巡
号
。

広
柑
7
H川
同
U
サ
に
発
衣
し
、

市

民
の
押
さ
ん
の
投
出
に
よ
り
決
定

V
表
彰

探
川
作
品
に
は

「
辺

の
名
付
け
親
」
の
認
定
杭
と
記
念

品
を
附
詰

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

応

募
川
紙

(道
路
謀
、
支
所
、

行
政

辿
絡
所
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
川
立
)
に
必
要
事
項
を
別
記

し

(白
山
な
綿
式
で
も
可
)
、
5

川
1
H(川
)か
ら
5
刀
引
け

(水

・

消
印
布
幼
)
ま
で
に
投
県
知
に
投

州
、
ま
た
は
政
孫
子
1
8
5
8山

役
所
辺
路
訓

「あ
な
た
の
迫
」
係

官
(
財

)1
1
1
1
へ
脚
送

⑬ 都市計画道路3-5 -15号線

船戸から布佐まで、手賀沼べ
りを東西に走る未来のシンボル
ロードです。公共施設へのアク
セス道路で、道沿いには桜やア
ヤメなどが咲き、水鳥の姿も見
られます。また、この道から眺
める手賀沼の夕日は絶景です。

⑮ 天王台駅南口から都市計画道
路3-5 -15号線

天王台駅から南ヘほぽ一直線
の道です。手賀沼と住民を結ぶ
誘導路で、あやめまつりや花火
大会のころには、ハナミズキや
カエデの街路樹が‘他市から訪
れる人々を迎えます。

⑥ 我孫子駅南口から手賀沼公園

緩やかな振が手賀沼公園ヘ続
く、 いにしえからの我孫子のメ
イン道路です。多くの通勤 ・通
学 -買い物客に利用され、夏祭
りや花火大会では、身動きでき
ないほどのにぎわいを見せます。
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志tlあし元工房 1周年記走行事
リサイ ワJIJコリーマーケット

砂日時 ・場所 4月23日(臼)午前

10時から午後2時 、ふれあい工房

※前日の22日は、港備のため午後

1時から工房を臨時休館します

惨問い合わぜ ふれあい工房運営

協議会fi(86)5500

|布佐新緑まつリ l

'日時 ・湯所 4月29日(祝)午前

10時から午後4時.布佐平成通り

(雨天の場合l志、30日に順延)

砂内容花のプレゼン ト.青空市、

金魚すくい.子ども遊び広場、太

子会無料包丁研ぎ(先哲300T

ハサミ(o;.不可).献血ほか

炉問い合わぜ 根本会(89¥2534

湖北台地区まちづくリ協議会
「春まつり

炉内容 。展示‘模鑓居、 21ダン

ス.演奏、踊りなど

静日時 4月22日(土 23日(日)

午前10時から午後5時 (23日の①

展 示検擬l苫等は午後3時まで、

@ダンス・演奏等は 5時30分まで)

'湯所 湖北台近隣センター

'問い合わぜ 湖北台地区まちづ

くり協議会合 8ワ1122

|第21目憲法を考える市民の集い|

毎年5月 3日に行っている憲法

を考える市民の集い 今年は.地

方分権を進める新たな法律の施行

にあわせ‘地方分舷とは何か‘そ

の中の市民の役割は伺かを. i憲

法の半世紀と私たちのくらしJと

題してわかりやすくお話ししますo

'日時 ・燭所 5月3日(祝)午後

1時30分.市民会館 (参加無料)

静講 師 辻山這宣(中央大学教授)

静問い合わぜ 憲法を考える市民

の集い実行委員会浜田宮(83)2789

1民謡・舞踊鑑賞会 l

'日時 4月29日 祝/午前10時開

場. 10時30分開演

炉湯所 市民会館 f入場無料)

砂 内容 民~.舞踊の指導者によ

る箆の高い芸を彼fliします

ー問い合わぜ中野公(88)1ワ91

1親子ショートテニス教室1

-日時・渇所 5月 5日(祝)①午

前9時30分 句午後 1崎、吉田記

念テニス研修センター(柏市)

b対象 テニスをしたことのない

幼稚園児小学生と保護者

静定員 午前・午後各先君70組

ー参加費 1組500円 (お子さ

ん2人目以上 1人200同)

ー申し込み ・問い合わぜ 今日午

前9時から.電括て・(財)吉田記念

テニス研修センター告白4)3030へ

ん

1
J

ら
カ

ニ子
いμ

り
周
忌

上

T

，he 

ぇ
絵

ム
什

拘
沢

司

抑
宮

仁

図 書 館読 書講]貢蚕
池渡正太郎の世界「鬼平に学ぶ

昨年.講師の急病で延期された

読書講演会「池波正太郎の世界・

鬼平に学ぶJを開催します。江戸

のスーパー重量察官 「鬼平Jこと長

谷川平蔵の人物像にもふれながら、

池波文学の魅力に迫ります。

砂日時 5月 13日(土)午後 1時か

ら3時(参加無料)

砂渇所 湖北地区公民館

惨措師 霊松一義(中央学院大学

教授)

※当日、車での来場は避け、市民

パス(湖北駅北口発車)など‘公

共突通機関をご利用ください。

惨申し込み・問い合わぜ m話.

または直接、市民図包館本館、湖

北台分館、布佐分宣言ヘ

母の日にお花をいけよう
(学校週5日制関連行事)

惨日時 5月 13日(土)午前10時か

ら正午

砂湯所 ・講師・ 連絡先下表参照

場所 講師(流派) 連絡先

根戸近隣
l事4ょ がにほう~J.< 狼p838・2

センター (花勅使形河原芳和風玉会)(86)2563 

天王台北 美び てい i@)tei6-4-23 島田庭
近隊センター (草月涜 ) (88)0648 

湖北台近隙 若林す翠いこ幸う 湖北台9-9-2
センター (専正池坊 ) (88)?222 

新木近隣岩井 町長ん37ct霊707-3

センター (草 月 流 ) 882053 

惨対象 ・定員 小学校 4年生以上

の方 (男女を閏わず).各会場20

人 (応募者多数の場合は拍還)

惨参加費 8ο0円(花材伐を含む)

惨搭参 ハ サミ‘新聞、ぞうきん

砂申し込み・ 問い合わぜ 電話ま

たはハガキ(関誌場所、住所.氏

名‘電話番号を明記)て・、 5月 10

日(水必き)までに各消師ヘ

|パ ー チメントつラフト |
体験講習会 |

パーチメン トクラフ トは、 トレ

ーシングぺーハーをレースのよう

に仕上げてゆくものです。

惨日時 4月26日(水)午後 1時30

分から4時 30分

砂渇所 湖北台近隣センタ-

b定員 先君20人

惨参加費 500同 (材料貨を含む)

砂申し込み ・問い合わぜ 包括で

大岩根合(87)1032ヘ

|野村生涯教育講座 l
'日時 4月2ワ日(木)午前 10時

から午後3時(年 8回開催)

b湯所船橋市中央公民館

砂内容 第 ll;ii生涯教育への道

程・..世界的人間性喪失の現代社会」

惨参加賀 8000同(8回分)

11>1吾参 昼 食

※託児あり (おやつ代100同)

炉問い合わぜ (財)野村生涯教育

センター本研3坂本n03(3320)1861

砂渇所 中央公民館

惨定員 先~20人

砂参加賀 1回約500円(材料白)

※ 1回ずつ参加できます

惨申し込み・問い合わせ 電話で

開催日の 1週間前までに、同事務

局含(83)1231へ (木股日を除く) 惨開縞目時 ・煽所 ①毎週火曜日

a 緑 と馬と子どもの週間 | 午前10時30分から正午 市民プラ

曳き馬試乗会と苗木プレゼント | ザ ①毎週土曜日午後1閏3ο分か

砂日時・ i易所 4月29日(祝)から ら3時30分 -中央公民館

5月 5日(祝)正午から午後 1時受 砂受問料 無料(テキスト代実v!)

け付け (雨天実施)、乗馬クラブ 砂申し込み・問い合わぜ 電話ま

クレイン竜ヶ崎(常磐線佐口駅東 たはファクスて・我孫子市国際交流

口ロータリーから送迎パスあり) 沼会事務局公(83)1231、回(83)20

'対象 5緩から 18緩までの方 05ヘ (木昭Bを除く)

砂定員 各白30人 (先むI1慎) 。日本語紋室の間だけ、外国人の

惨参加賀 1000円 〈参加賀は(財) お母さんのためlこベビーシッター

緑の地球防衛基金に寄付されます〉 をしていただける万を募集します

惨申し込み ・問い合わぜ 電話で ※年齢ー性別不問、外国語不要

同クラブ会0297(62)9998ヘ 惨申し込み ・問い合わぜ 4月24

何~ n-ー-~ 日(月)までに、電話で同事務局ヘ
咋司l 世 J" ・F川 V ，.. .. _... --- ， 

| 、 if;~~5~7L1 j'I I若竹剣友会会員 1A民館1来宵亦フノァィア ' 
， ~~司 I~_......&.ニ2 ・ー‘ ・ー ・

学習に参加される方のお子さん 分から 11時30分

( 2歳以上)の、保育をしていた 砂煽所 湖北台西小学校体奇舘

だける方を募集します。 険対象 小学 1:年生から6年生

砂日程 ・湯所中央公民館一・木・ 険会白 月額500円(入会金3000

金E在日、湖北地区公民館火駐日、 円)

布佐ステーションホーjレ・・・木Illi目、 炉申し込み 練習日に会場で随時

いずれも午前中、月 1回程度 受け付け

惨要件 子どもが好きで関心のあ 炉問い合わぜ 秋葉会(88)8470

る方、資格の有無は聞いません | 女子バスケットポールヲラ19~員
惨申し込み・問い合わぜ 電話ま | 

たはファクスで中央公民館公(82)

05旬 、囚(82)0511ヘ

|初心者ウつレレ教室参加者|
砂練習日 6月58から 12月 18日

までの月曜日、午後 1B寺30分から

2時間(用 3回穏度)

b燭所 湖北台近隣センター

惨対象 ・定員 初心者‘先哲20人

惨会資 月額2000同

砂申し込み ・問い合わせ 電話ま

たはファクスで.5月 10日(水)ま

でに畑合図(88)8005ヘ

|河川愛護モニター l
II> ~嘱期間 7月1日から2年間

怪対象河川 利根川

惨資格 市内在住で利根川付近に

住む20歳以上の方

惨謝礼 実箆程度

惨応募方注 ・問い合わぜ ハガキ

またはファクスで、住所、氏名、

年齢‘性別、型電話番号、職業、 団

体等に所属している方は組織名、

自治会等の地戚に密君した活動へ

の参加経験.活動範囲の希望、応

募理由、 利根川の感想、河川愛護

モニター経験の有無を明記し、 5

月31日(水・必君)までに干2ffl-

8510佐原市佐原イ4149建設制U根

川下流工事事務所管理課企0478

(52)6397、回 0478(52)9729ヘ

我孫子市国際交流協会(AIRA)
外国人のための文化講座

外国人の方、日常生活に役立つ

文化説座に.ぜひご参加ください。

日程 内 容 日程 内容
5/12 生け花 11/24 生け花
6/ 9 料理教室 121 1 ちぎり総
6/23 習字 12/ 8 料理教室

6129 料理教室 平成1流
(琴日本の楽箆)7/14 ~鏑り 1/19 

7/21 2主鏑り 1/26 銀総
7/28 綾子工作教室 2/ 9 折り紙
9/ 1 お予定 2/23 手芸

9/ 8 お予定 3/ 1 料理教室

10/13 藍染め 3/ 9 施段見学

11110 料理教室 3/23 パーァィー

|消費生活モニター |
惨資格 ・定員 20餓以上で日常の

活動ができる市内在住の方、20人

砂任期 平成 14年 3月31日まで

惨臓務内密 商品の価格などの調

査・報告.アンケートへの回答 ‘

研修会・訪座への参加など

惨報酬 無償となります

惨選考方法 地域や年齢などを参

考に選考

惨申し込み ・問い合わぜ 申込8

(商工観光課に用窓)に必要事項

を明S己し .5月 1日(月)までに我

孫子1858市役所商工観光課合(85)

1111内線329ヘ郵送または持参

外国人のための日本語講座受講者・
講座を受講する母親のための
ベビーシ ツタ ーボランテイア

修練習日 ・i易所 毎週木 土曜日

午後 ?B著から9時.二階堂高校体

育館ほか

惨資裕 経E決、年齢は問いません

惨会cl 月額 1000同(入会時に保

険料として 1400同が必要)

砂申し込み ・問い合わぜ 電話て・

植総公(84)6931へ

|千葉県警 察官

惨受付期間 4月288(金)まで

砂受験資侶 醤察官A…大学卒業

(見込み)で採用時31歳未満の男

性と女性、主主察官8・..A以外で昭

和57年 4月 1日までに生まれた採

用時31歳未満の男性(来春高校卒

栄見込みの方を除く)

砂}采用時期 讐察官Aの内.大学

既Z存者と重量察官8...10月上旬 こ

れ以外の合4各省・・・来年4月

※探用人数等.詳しくは我孫子望書

祭8笹務課金(82)0110ヘ

|国税専門官|

惨受験資格 ①昭和48年 4月2白

から54年 4月 1日生まれの方①

昭和54年 4月2日以降生まれの方

で大学を~業(来年 3 月までに卒

業見込み)の方

併出願期限 5月 11日(木)

※出願方法等、詳しくは柏税務署

総務課公(46)2321へ

舎周@総鎗固
市民図出:館 17()Jl.24(fJ) 

中央 ・ 調~t地区公民臨 17(Jl)、24()J)、29(悦)

烏の博物 館 17(Jl).24()J ) 

市民 プラ ザ 20(木)

市民 会 館 17()J ).24(}J) 

つつ~1I . ð$&~tント 17(}J). 24( Jl)、2S(火)
29(!兄)

市 民 体1-.fiili 24()J) 

ふれあい工房 17( )J).24(} J) 

保健福祉部のうち、本庁にあっ

た課・室が、 4月から西別館 (エ

レベーター完備)に移動しました。

。福祉総合相談室、 生活支j塁謀、

子育て支j菱銀…西別館 2階

。介謹支j雲際、 在宅介譲支媛セン

ター・・・西別館3階

v西別館案内図

布佐ーー

|定例教育委員会 |
砂日時・渇所 4月25日(火)午後

1時 30分、水道局4階会説室

惨問い合わぜ 教育委員会総務課

移動図容認Iそよかぜ号」の
つくし野ステーシヨンが移動

移動図8飽「そよかぜ号」のつ

くし野ステーションの場所が‘東

急ショッピングセンター袈から.

つくし野 4号公園東側入口に変更

になりました(開聞は従来どおり)

惨問い合わせ 移動図岱館公(87)

0909 
「一一一一ー

転居する際let、市役所への転

居の届けとあわぜて、郵便局に

も 「転居届」をお出しください。

=我孫予郵便局公(82)4251= 

場 所 保健センター数j也内

受付時間 …9: 00~ 11: 30 

Ph，小11M l…9:00~ 11 :30、
13 :00 ~1 6 : 30 

持 参健康保険証と診療費
問い合わせ まま(87)7020(診療
日の午前9時から午後5時)

夜間に 急 病のと き は

テレホンサービス
|テレホンガイド|

|ファつスガイド|

人口と世帯獄 (4月 1日現在)

" 人口 127.459人

/‘世帯数 46.585世帯

この広報紙は再生紙を使用しています


